
洋上風力発電の調査対象区域を初選定

死傷者は２年連続で増加

建設業年労災速報／日本版セントラル方式確立

記
者
座
談
会
　

「空洞現象」解明へ

Ｃ
Ｖ
Ｔ
研
究
会
が
講
演
会

設計法確立に前進

世界から選ばれる東京へ

ヒ
ル
ズ
が
も
た
ら
す
磁
力
あ
る
都
市
づ
く
り

　　　　　森ビル　　　　　
飛
躍
に
期
待
　

﹁
周
年
企
業
﹂の

（１０）

（第三種郵便物認可）２０２３年（令和５年）２月３日　（金曜日）

建設業の労災発生減少には墜落・転落災害防止
対策の強化が欠かせない（写真と本文は関係あ
りません）

Ａ
　
２
０
２
２
年
︵
１
｜

月
︶
の
労
働
災
害
発
生
状
況
が
ま
と
ま

た

ね


Ｂ
　
１
月

日
時
点
の
速
報
値
で

建
設
業
の
死
亡
者
数
は
前
年
同
期
比

︵
前
年
同
時
点
比
︶
３
・
３
％
減
︵
９
人
減
︶
の
２
６
５
人

休
業
４
日

以
上
の
死
傷
者
数
は
６
・
７
％
増
︵
９
８
８
人
増
︶
の
１
万
５
８
８
４
人

だ

た

死
亡
者
数
は
２
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
も
の
の

死
傷
者
数
は
２

年
続
け
て
増
加
し
て
い
る


Ｃ
　
確
定
値
は
５
月
を
め
ど
に
公
表
す
る

速
報
値
は
確
定
値
が
出
る
ま

で
に
３
回
示
さ
れ
る

過
去
の
傾
向
か
ら

速
報
値
は
確
定
値
と
比
べ
１

月
は
９
割
程
度

２
月
が

％
程
度

３
月
が
約

％
の
人
数
と
な
る


Ｄ
　
近
年
の
確
定
値
ま
で
の
推
移
を
踏
ま
え
る
と


年
の
死
亡
者
数

︵
確
定
値
︶
は
２
８
０
｜
２
８
５
人
程
度
と
推
計
さ
れ
る


｜

年
度

の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第

次
労
働
災
害
防
止
計
画
︵

次
防
︶

で
は

﹁
死
亡
者
数
を

年
と
比
較
し
て

年
ま
で
に

％
以
上
減
少
﹂

さ
せ
る
こ
と
を
建
設
業
の
目
標
と
し
て
定
め
て
い
る

つ
ま
り


年
の

死
亡
者
数
を
２
７
４
人
以
下
に
抑
え
る
こ
と
だ
が

目
標
の
達
成
は
厳
し

い
と
み
ら
れ
る

死
傷
者
数
の
確
定
値
は
１
万
７
０
０
０
｜
１
万
７
２
０

０
人
程
度
と
見
込
ま
れ

仮
に
１
万
７
０
０
０
人
台
と
な
れ
ば


年
の

１
万
７
１
８
４
人
以
来

８
年
ぶ
り
と
な
る


Ｂ
　
総
じ
て
み
れ
ば

建
設
業
の
労
災
発
生
数
は

建
設
産
業
界
の
労
災

防
止
へ
の
取
り
組
み
に
よ

て

中
長
期
的
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た

も
の
の

そ
の
減
少
傾
向
に
ブ
レ

キ
が
か
か

て
い
る
と
い
え
る

建

設
業
の
労
災
で
死
亡
者
数
の
約
４
割

死
傷
者
数
の
約
３
割
を
占
め
る

﹁
墜
落
・
転
落
﹂
災
害
を
一
層
減
ら
す
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
ね


次
防

︵

｜

年
度
︶
で
も

建
設
業
の
数
値
目
標
を
﹁
墜
落
・
転
落
災
害
防

止
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
建
設
業
の
事
業
場
割
合
を

年

ま
で
に

％
以
上
﹂
︵
ア
ウ
ト
プ

ト
指
標
︶
に
﹁
建
設
業
の
死
亡
者
数

を

年
ま
で
に

年
と
比
較
し
て

％
以
上
減
少
﹂︵
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
︶

に
設
定
す
る
予
定
だ


Ａ
　
話
は
変
わ
る
け
ど


年
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
に
向
け
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ

の
主
力
電
源
化
が
進
む
中

洋
上
風
力
発
電
で
は
日
本

版
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
の
確
立
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る


Ｅ
　
洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
官
民
協
議
会
が

年
に
ま
と
め
た
﹃
洋
上

風
力
産
業
ビ
ジ

ン
︵
第
１
次
︶
﹄
で
は

案
件
形
成
の
政
府
目
標
と
し

て

年
ま
で
に
１
０
０
０
万




年
ま
で
に
３
０
０
０
万
｜
４
５
０

０
万


を
掲
げ
て
い
る

こ
の
実
現
に
は
継
続
的
な
案
件
形
成
が
不
可

欠
だ
が

現
状
で
は
複
数
の
事
業
者
が
同
一
海
域
で
類
似
し
た
現
地
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
非
効
率
な
状
況
に
あ
る

そ
こ
で

案
件
形
成
の
初
期

段
階
か
ら
政
府
が
主
導
的
に
関
与
し

必
要
な
調
査
を
実
施
す
る
日
本
版

セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る


Ｆ
　
１
月
に
経
済
産
業

国
土
交
通
の
両
省
は

年
度
の
調
査
対
象
に
北

海
道
の
岩
宇
・
南
後
志
地
区
沖
島
牧
沖
檜
山
沖
の
３
区
域
を
選
ん
だ


都
道
府
県
か
ら
の
情
報
提
供
を
基
に
第
三
者
委
員
会
が
決
め
た

日
本
版

セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
の
調
査
対
象
区
域
の
選
定
は
今
回
が
初
め
て
と
な
る


調
査
は
エ
ネ
ル
ギ

・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
︵
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
︶
が
実
施

す
る


Ｇ
　
日
本
版
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
の
運
用
方
針
や
現
地
調
査
の
基
本
仕
様
を

定
め
る
た
め
の
議
論
も
進
ん
で
い
る

両
省
の
合
同
会
議
で
示
さ
れ
た
現

地
調
査
の
基
本
仕
様
案
で
は

洋
上
風
力
発
電
設
備
の
基
本
設
計
に
必
要

と
な
る
対
象
区
域
の
風
況

海
底
地
盤

気
象
海
象
の
各
調
査
に
関
す
る

具
体
の
要
求
水
準
な
ど
を
定
め
て
い
る

調
査
結
果
は
再
エ
ネ
海
域
利
用

法
に
基
づ
く
発
電
事
業
者
公
募
の
参
加
者
に
提
供
す
る


Ｅ
　
合
同
会
議
に
示
し
た
イ
メ

ジ
に
よ
る
と

調
査
開
始
か
ら
３
年
後

の
発
電
事
業
者
公
募
と
選
定
を
見
込
ん
で
い
る

今
後
の
動
向
に
注
目
し

た
い


　地盤圧密促進工法「キャビテーシ
ョン（ＣＶＴ）工法」の設計法の確
立などを目指しているＣＶＴ研究会
（会長・山根隆行港湾保安対策機構
理事長）の第４回講演会が１月、
の両日、岩手県北上市内で開かれ、
研究の現状などを報告し情報共有し
た写真。初の試みとなった参加者
との意見交換にも多くの時間を割
き、提言や応答などが活発に行われ
た。
　ＣＶＴ研は、ＣＶＴ工法のベース
となっているスーパーウェルポイン
ト（ＳＷＰ）工法の施工で地下水を真
空吸引する際に地盤内で発生する、

空洞現象と呼ばれるＣＶＴ現象の解
明と施工法としての設計手法の確立
を目的に活動している。講演会は、
年１回の総括的な活動状況報告の場
となる。毎回、ＳＷＰ工法の普及促
進を目的に組織するＳＷＰ協会の通
常総会後に開催し、活動を支援する
学識者らを中心に研究発表を行って
いる。質疑応答はこれまでもあった
が、今回はさらに十分な時間を取り、
ディスカッション形式で活発に意見
を交わした。
　日の講演会はブランニュー北上
を会場に、日は岩崎地区交流セン
ターに移して開いた。初日の冒頭は、

山根会長が講演した。この中でＳＷ
Ｐ工法とＣＶＴ現象の因果関係など
について「教科書に載っていないか
らといって、現場で起きていること
は否定できない。でなければ新しい
もの（技術や工法）は生まれない」
と強調した。その上で「施工現場で
の現象の事実情報を共有する。その

情報を基に、現象を説明できる仮説
を自由に提示し、提示された仮説を
研究会メンバーが協力して検証し、
仮説を定説に変えたい」と話した。
続いて、国土交通省国土技術政策総
合研究所土砂災害研究部の中谷洋明
土砂災害研究室長が「斜面分野にお
ける最近のトピックス」と題して講
演した。徳島県で地すべり対策とし
て国交省が進めている「令和２５
年度　吉野川水系有瀬地区排水トン
ネル工事」で採用しているＳＷＰ工
法などを説明した。中央大理工学部
都市環境学科の有川太郎教授は「数
値シミュレーションで挑むＳＷＰの

メカニズム」と題し、有川研究室の
堀内晴名氏とオンラインで結び、共
同で地盤内の透水計算の再現などに
関する研究結果を発表した。続いて、
施工を中心的に担っているアサヒテ
クノが「キャビテーションの発生に
ついて」をテーマに、同工法の開発
者である高橋茂吉社長と松本晴彦技
術顧問がＳＷＰ工法の施工実績に基
づく見解を発表し、報告した。
　最終日は、山口大大学院創成科学
研究科の兵動正幸名誉教授と報国エ
ンジニアリングの小川正宏技術課長
が「ＣＶＴ工法による軟弱地盤の圧
密促進に関する解析的検討」の研究

成果を、地域地盤環境研究所の岩崎
好規代表理事が「有限要素法ＦＥＭ
　Ｐｌａｘｉｓによる真空排水解
析」、応用展開しているＣＶＴ乾燥
技術についてアサヒテクノの松本技
術顧問が「最新キャビテーション理
論による乾燥技術」に関する研究を
発表した。
　この後の意見交換では、ＣＶＴ現
象の解明と理論化を早急に求める意
見や研究の方向が総花的になってい
るきらいがあるため、テーマを絞っ
て一つずつ解明すべきといった提言
など活発な議論が行われた。
　初日の講演会に先立ち、ＳＷＰ協
会の年度通常総会を開き、事業
報告や年度事業計画など全議案を
承認した。

　
２
０
２
３
年
は

森
ビ
ル
が
手
掛
け
る
新
た
な
ヒ
ル
ズ
が
誕
生
す
る

先
行
し
て
完
成
す
る

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
は

イ
ン
フ
ラ
と
の
大
規
模
な
一
体
整
備
に
よ

て
新
た
な
東
京
の
玄
関
口
と

な
り

外
資
系
企
業
や
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
引
き
つ
け
る

世
界
の
都
市
間
競
争
に
勝
つ

た
め
に
は

東
京
を
磁
力
の
あ
る
都
市
に
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

こ
の
後
に
開
業
す
る
麻

布
台
ヒ
ル
ズ
と
と
も
に

新
た
な
文
化
・
経
済
圏
を
創
出
す
る


虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
エ
リ
ア
空
撮

首
都
・
東
京
が
克
服
す
べ
き
主
な
課
題

︵
東
京
は
４
分
野
で
順
位
下
落
・
環
境
で

の
み
順
位
上
昇
︶

イ
ン
フ
ラ
一
体
整
備

で
新
た
な
玄
関
口
　

　
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
は

今
秋
に
開
業
予
定

の
ス
テ

シ

ン
タ
ワ

の
完
成
を
も


て
節
目
を
迎
え
る

﹁
国
際
新
都
心
・
グ

ロ

バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ

﹂
の
構
築

を
コ
ン
セ
プ
ト
に

年
に
竣
工
し
た
森
タ

ワ

を
起
点
に

ビ
ジ
ネ
ス
タ
ワ

︵


年
竣
工
︶

レ
ジ
デ
ン
シ

ル
タ
ワ


︵

年
︶
と
段
階
的
に
開
発
を
進
め
て
き

た

区
域
面
積
約
７
・
５


総
延
べ
約


万
平
方

の
大
規
模
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

あ
り
な
が
ら

わ
ず
か
９
年
の
開
発
期
間

で
完
成
す
る


　
戦
後

年
間
に
わ
た

て
計
画
が
難
航

し
て
い
た
通
称
﹁
マ

カ

サ

通
り
﹂

と
呼
ば
れ
る
環
状
２
号
線
は

道
路
上
空

に
建
築
物
を
建
て
る
立
体
道
路
制
度
を
活

用
し
森
タ
ワ

と
一
体
で
整
備
し
た


官
民
連
携
の
象
徴
的
な
プ
ロ
ジ

ク
ト

で

こ
れ
に
よ
り
都
心
部
・
臨
海
部

羽

田
空
港
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し

た


　
駅
と
ま
ち
の
一
体
的
な
開
発
に
よ
り


東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
の
開
業
以
来



年
ぶ
り
の
新
駅
と
し
て
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
駅

が
誕
生
し
た

ま
ち
を
つ
な
ぐ
の
は
地
下

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い

各
タ
ワ

を
つ

な
ぐ
歩
行
者
デ

キ
を
設
計

街
区
で
分

断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
回
遊
性
の
高
い
ま

ち
を
整
備
し
た


多
様
な
都
市
機
能
を

徒
歩
圏
内
に
集
約
　

　
総
賃
室
面
積
約
９
万
６
０
０
０
平
方


の
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ワ

に
は

大
企
業
の
新

規
事
業
創
出
を
目
指
す
イ
ン
キ

ベ

シ


ン
セ
ン
タ

﹁
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
﹂
が
入
居
し

て
い
る
レ
ジ
デ
ン
シ

ル
タ
ワ

に
は


国
際
水
準
の
住
戸
５
４
７
戸
に
加
え

ミ

シ

ラ
ン
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
や
イ
ン
タ


ナ
シ

ナ
ル
プ
リ
ス
ク

ル
を
併
設
す

る
な
ど

複
合
都
市
を
形
成
し
て
き
た


　
そ
し
て

つ
い
に
多
用
途
複
合
施
設
と

し
て
ス
テ

シ

ン
タ
ワ

が
今
秋
開
業

す
る
そ
の
象
徴
的
な
施
設
と
な
る
の
が


高
さ
２
６
６

の
最
上
部
と
８
階
に
誕
生

す
る
約
１
万
平
方

の
情
報
発
信
拠
点

﹁
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
﹂
だ

メ
イ

ン
ホ

ル
と
な
る
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｎ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
　
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
﹂
は

天
井
高
最
高


・
６

座
席
数
３
３
８
席
ホ

ル
面
積

４
６
０
平
方

の
防
音
構
造
ホ

ル
で


可
動
式
段
床
の
客
席
を
備
え
る

リ
ア
ル

な
イ
ベ
ン
ト
演
出
に
加
え
て

Ｘ
Ｒ
︵
あ

ら
ゆ
る
仮
想
空
間
技
術
︶
時
代
を
想
定
し

た
体
験
価
値
の
高
い
バ

チ

ル
配
信
を

可
能
と
す
る


　
グ
ロ

バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ

の
核

と
な
る
最
先
端
オ
フ

ス
は

基
準
階
面

積
約
３
４
０
０
平
方

の
無
柱
空
間
と

し

グ
ロ

バ
ル
企
業
の
多
様
な
働
き
方

に
応
じ
て
自
由
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が
可
能
と

な

て
い
る


　
ホ
テ
ル
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
は

街
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
や
機
能
と
連
携
す
る
﹁
街
の

ホ
テ
ル
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

ブ
ラ

ン
ド
に
は
﹁
ア
ン
バ
ウ
ン
ド
　
コ
レ
ク
シ


ン
　
ｂ
ｙ
　
Ｈ
ｙ
ａ
ｔ
ｔ
﹂
が
東
京
初

進
出
す
る

森
タ
ワ

の
﹁
ア
ン
ダ

ズ

東
京
﹂
に
加
え
て

世
界
中
の
ゲ
ス
ト
を

迎
え
入
れ
る


求
め
ら
れ
る
　

都
市
の
総
合
力

　
森
ビ
ル
は

国
際
都
市
間
競
争
を
勝
ち

抜
く
た
め
に
は

特
定
の
都
市
機
能
だ
け

で
な
く

総
合
力
を
高
め
る
こ
と
が
不
可

欠
と
考
え
る

森
記
念
財
団
が
世
界
の
主

要
な

都
市
を
対
象
に
６
分
野

指
標
で

総
合
力
を
評
価
し
て
い
る
﹁
世
界
の
都
市

総
合
力
ラ
ン
キ
ン
グ
︵
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
︶
﹂
に

よ
る
と

東
京
は
７
年
連
続
で
３
位
を
維

持
し
て
い
る


　
項
目
別
で
見
る
と

経
済
・
研
究
・
開

発
面
で
は

優
秀
な
人
材
確
保
の
容
易
性

や
ス
タ

ト
ア

プ
数
な
ど
の
評
価
が
低

く

文
化
・
交
流
面
で
は
外
国
人
居
住
者

が
定
着
し
て
い
な
い

交
通
・
ア
ク
セ
ス

面
で
は
空
港
ア
ク
セ
ス
や
渋
滞
な
ど
が
課

題
と
な

て
お
り

こ
れ
ら
の
課
題
を
ヒ

ル
ズ
と
い
う
形
で
解
決
に
導
く


　
虎
ノ
門
・
赤
坂
・
六
本
木
に
は
外
資
系

企
業
や
外
国
大
使
館
が
多
い

国
際
色
豊

か
な
エ
リ
ア
の
ニ

ズ
に
対
応
す
る
中

で

経
済
一
辺
倒
で
は
な
く

人
の
心
の

豊
か
さ
や
文
化

イ
ノ
ベ

シ

ン
の
重

要
性
と
向
き
合

て
き
た

麻
布
台
ヒ
ル

ズ
を
も

て
完
成
で
は
な
い

都
市
は
つ

く
る
だ
け
で
は
な
く

時
間
を
か
け
て
育

み
進
化
し
て
い
く


　
創
業
・
創
立
か
ら

年


年


１
０
０
年

２
０
０
年
な
ど

節
目

を
迎
え
る
企
業
を
﹁
周
年
企
業
﹂
と

い
う


　
帝
国
デ

タ
バ
ン
ク
の
﹁
周
年
記

念
企
業
﹂
調
査
︵
２
０
２
３
年
︶
に

よ
れ
ば


年
に
周
年
を
迎
え
る
企

業
は
全
国
で
約

万
社

業
種
別
で

は

建
設
業
が
最
も
多
い
約
４
万
社

で
全
体
の
約
３
割

次
が
サ

ビ
ス

業

卸
売
業

製
造
業

小
売
業


不
動
産
業
と
続
く


周
年
を
迎
え

る
企
業
は
約
２
万
４
０
０
０
社
も
あ

る
の
に
対
し

１
０
０
周
年
企
業
と

な
る
と
わ
ず
か
２
１
１
８
社
し
か
な

い

い
か
に
１
０
０
周
年
企
業
と
す

る
こ
と
が
難
し
い
か
が
分
か
る


　

年
に
周
年
企
業
を
迎
え
る
主
な

企
業
は

２
０
０
周
年
と
な
る
世
界

有
数
の
酸
化
鉄
メ

カ

の
戸
田
工

業

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
ス

パ


ゼ
ネ
コ
ン
の
大
成
建
設

製
紙
業

の
王
子
ホ

ル
デ

ン
グ
ス

１
０

０
周
年
と
な
る
と
高
砂
熱
学
工
業


東
光
電
気
工
事
ジ

パ
ン
パ
イ
ル


富
士
古
河
Ｅ
＆
Ｃ

斎
久
工
業

南

海
辰
村
建
設

佐
藤
渡
辺
な
ど

建

設
関
連
企
業
も
多
い
ち
な
み
に
ヱ

ス
ビ

食
品
や
タ
イ
ガ

魔
法
瓶


ア
ル
バ
ム
の
ナ
カ
バ
ヤ
シ
な
ど
も
１

０
０
周
年
企
業
で
あ
る


　
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
企
業
の
数

を
都
道
府
県
別
に
見
る
と

順
に
東

京

大
阪

神
奈
川

愛
知

北
海

道
が
１
０
０
社
以
上
で
多
い


　
周
年
企
業
は

周
年
需
要
を
取
り

込
む
べ
く

新
商
品
開
発
や
周
年
記

念
パ

テ



記
念
グ

ズ
の
配

布

企
業
ホ

ム
ペ

ジ
や
企
業
ロ

ゴ
の
リ
ニ


ア
ル

制
服
・
作
業

着
の
一
新
な
ど
を
行
う
こ
と
が
多
い

そ
う
だ


　
製
造
業
や
サ

ビ
ス
業
で
あ
れ

ば

企
業
宣
伝
も
含
め
て

周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
新
商
品
開
発
や
新

た
な
サ

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は

効
果
的
か
も
し
れ
な
い

た
だ

建

設
業
に
お
け
る
周
年
企
業
に
は

ぜ

ひ
と
も
品
質
改
善
や
生
産
性
の
向

上

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶

を
活
用
し
た
次
代
の
建
設
業
の
在
り

方
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
だ

な
ぜ
な
ら

社
会

環
境
の
変
化
が
激
し
い
現
代
な
ら
で

は
の
周
年
事
業
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
か
ら
だ
狩
猟
時
代
が
数
百
万
年


農
耕
社
会
が
縄
文
時
代
以
降
の
数
万

年

工
業
社
会
は
数
百
年

情
報
社

会
は
数
十
年

現
在
の
Ａ
Ｉ

Ｉ
ｏ

Ｔ
︵
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ネ

ト
︶
時

代
の
ソ
サ
エ
テ


５
・
０
は
も
の

す
ご
い
ス
ピ

ド
で
成
長
し
て
い

る


　
１
０
０
周
年
企
業
の
特
徴
は

①

明
確
な
企
業
理
念

経
営
理
念
の
共

有
②
長
期
視
点
に
基
づ
く
経
営
③
伝

統
を
継
承
し
な
が
ら
も

時
代
に
合

わ
せ
た
変
革
｜
｜
に
あ
る
そ
う
だ


建
設
業
も
﹁
設
計
・
建
設
﹂
を
コ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
に
し
な
が
ら
も

つ
く


て
終
わ
り
で
は
な
く

つ
く

た
作

品
を
次
代
に
継
承
す
る
た
め

Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
使

た
新
た
な
維
持
修

繕

保
全

管
理

都
市
開
発
の
領

域
ま
で
事
業
の
幅
を
広
げ
る
べ
き
時

に
き
て
い
る
と
思
う


　
現
代
は

情
報
通
信
技
術
の
活
用

の
有
無
が
企
業
の
成
長
を
決
め
る
と

ま
で
い
わ
れ
る

﹁
周
年
事
業
﹂
は

企
業
変
革
や
改
革

顧
客
と
の
結
び

付
き
を
強
め
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ

る

大
い
に
﹁
周
年
事
業
﹂
を
活
用

し
て

企
業
変
革
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
も
の
だ


　
５
７
８
年
創
業
の
世
界
最
古
の
企

業
﹁
金
剛
組
︵

松
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ

ン
グ
ル

プ
︶
﹂
も
建
設

業
だ


　
ぜ
ひ
と
も
歴
史
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
の

皆
さ
ん
が

Ａ
Ｉ

Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
に

お
け
る
建
設
業
の
在
り
方
を
考
え


変
革
す
る
こ
と
で
２
０
０
周
年
１

０
０
０
周
年
を
迎
え
る
企
業
へ
と


さ
ら
に
成
長
す
る
よ
う
大
い
に
期
待

す
る


　
︵
隆
︶

asahi
長方形


